
「保育施設」より「児童館」に近いと思った。
イメージが合致しなかった。

高齢者とこども達がどう関わるか。動きや見せ方。
それが スペースなのか ?   システムなのか ? 

プランが気になる。
セカンドリビングのあり方。
共同のお風呂がイヤな人もいるかもしれない。
自分の部屋の中に完結したほうがいいかも。

個人、共同、高齢者とこども達との関わり
個人が完結できつつ、関わりにもいける。

実際に建てるリアリティーがある。
母と母の友人が住む。

介助の人が入った時の想定する
生活パターンがいくつかあってもいい。
入居者が納得できればいい。

「保育施設」から「学童保育所」に名前を変える。

高齢者とこども達との関われる方法を考える。
入居者やこども達、近所の人達の動線をふまえて、三者が交流できる
スペースを提案したい。

よりリアリティーを出すために矩計図を描く。

セカンドリビングの使い方、他にあったら過ごしやすくなる空間を
考える。
浴室やトイレで倒れてしまった際に、共同の浴室と個人の浴室では
気づくまでの時間も変わってくるのではないかと思う。高齢者にとっ
ては、個人で分けることでプライベートな部分を他人と共有しない
ことで生まれるデメリットがあると思う。
介護が必要になってもシェアハウスで住みたいと思う人が、車椅子
などでも生活しやすいようなプランを考える。

個人で完結してしまう生活は、あえてシェアハウスで暮らす意味が出
せないと感じる。
「みんなで住む魅力」を提案できるプランにする。
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